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喰品の麟蝕誘発性の評砥に関すm丸隨3報被覆肩間の鍋蝕感受性の
達いについて
ノートルダム清々す大泉政　宮&義昭

　H的　顛蝕子肪のためり喰手指導て-tt, 食＆ぼしぼ"I if歯牙に斟ヽもの乙かヽものに分

類？れう．一刻食品を摂取り側の口腔内状ぶい個人差ｶ噸に^が知bれてぃるが;

支際の指導の場刳圓人えれ考友之れ３には至フひヽいヽ．二こて-If, 刈追切r^鏑蝕予防

のr呻に貪手指庫を個人レやレて喝対手がかりりり目的乙　a和己較的狐取頻度が高

い乙恩ｵつれる菓丿鏡につぃて,紐秦毛聞の鍋蝕感受屹の進^□こついて評価しre.

　かあ，戊人が^･（21～22歳）2臨を娩検名とし，親後食品20種の摂取昿摂取も摂取

終3直後あヽよび摂取終３後3旁経郵伺書仰回，x.顎歯才全停･の頬側歯鏡舒より政体を採

取しt'.二れを臨蝕娼勧性試験我(M-2））をも･.にr野いこより溥iれtこ蛎験磯-o中

に伶人し, 3ﾜ･cヤ4-州聞培羞kr>唯測定しt--. 被於浦の蝕蝕慰受娃ば，工.アメル質脱A臨I!投入し, 37'CでヽA-円聞培差りHり僕しt--. 杖筏名の鍋蝕慰受娃ぷ，エーアメル

堺p附.4･あヽぶびV[-（μ）母体1rあ･るM-20によ利m咄遥蜘評価り附に，毎全域乙危晩成の境

界ぶ,乙してぃりH5,7の£i^しt 2つの数値乞参男ら義後^ 八に摂取した々故厳^ゐ

IT)訓燧石ヽよび摂取終j＆後り郎又X. S､D.に差つヽ‘いて痢飢r--.

　お釆　それぞれの食＆こ｀乙の, 摂取？あヽぶび靭ｽ終了直後りHには楼ﾁﾞ錫間にiヽr; 0 の

虔ヽ人が認のシれ1'. まT'-,金捧歿喰品については, 被兆か以〉pH5､7のうちX－S.D〉

pH5,ﾜ（A坏比軟的安を）ぶい〈pH5.7≧X－S.D. ＞pH 5.4 ( Bi弗専注竟）,同『く

pH5.斗≧又－Sぷ（B考･やヤ危境）リHぎヽ7≧X〉pH 5.4 でpH 5.4 > X ーS.D.（B岬，危

陵）あ｀よびpH5.4 心

りかに被統^ にぷって専rぶり, 個人レベッレt-の喰李指導のダ奪性が示唆び
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目的

方法:

結果：
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一抹茶との比較－

廣瀬雅子　゜細田智子　野上喜代　寺田雅子

その浸出液を泡立てて味わうもので，

れた。我々は白日茶の「泡」に関し，

物質を中心に検討したので報告する。
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ｇ　を　80ｔ　の湯300・１で　2分間浸－後遠心分離を行なって得た上清を試料

た。試料をエタノール処理後メタノール抽出をくり返し，全抽出液を水抽出し

つぎにブタノールを加えて激しく振筋後，遠心分離して得た上清を濃縮乾固し

タノ- ルを用いて溶解，定容調整した液をSephadexLH-20 Colu，Chroiatography

て分画しそれぞれの画分のサポニンを定量した。粗ペクチンの定量は　試料にエ

ノール添加の際生じた沈殿を集めてカルバゾール法に依った。

tal Dietary Fiber　はProsky 法を改良した方法を用いて測定した。

ポニン画分の総量はすでに報告した抹茶浸出液と比較すると約1/3　の量であった。

つて行なったモデル実験の結果から泡の安定性や性状に一影響を与える物質のひと

としてペクチンの存在が示唆されているが，抹茶浸出液のペクチン濃度が0. 25!li

及ぶのに比して白日茶のそれは約1/50であった。起泡モデル実験において安定な

が得られる最適のペクチン濃度は　0. 28~0. iO%であり良好な起泡状態を示す抹茶

出液の粗ペクチン濃度と近い値を示した。以上泡を形成し得る量のサポニンの浸

が認められているにもかかわらず白日茶の泡が不安定である一因はペクチンの浸

量が少ないためである。また水不溶性の繊維質も泡の安定に寄与している。


